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日本グライダークラブでは 2011 年度より OLC（オンラインコンテスト）を利用したグライダー競技会を開催させて頂いており、

2014 年度は第 4 回の開催となりました。2014 年度開催要項は JSA インフォメーション 303 号（2014/7 月号）に掲載させて

頂きました。結果発表が遅くなりましたがここに結果発表をさせて頂きます。 

2014 年度は長野県航空協会の石山滋さんが優勝されました！　おめでとうございます。トップ 10 人を見ると八尾さん、鈴木さ

ん、吉岡さん、石黒さん、山田さんが新たにランクインしました。OLC 藤倉記念の始まった 2011 年度は 34 名の参加者でしたが、

2012 年度は 43 名、2013 年度は 62 名に増えており、上位 10 名のパイロットが飛行している所属クラブの内訳も 2011 年度は

9 クラブでしたが、2014 年度は 15 クラブに増え、着々と普及していることが窺えます。2014 年度優勝者の石山さんより、喜び

のコメントを頂いております。

2014年度 第4回 OLC 藤倉記念コンペ 表彰
公益社団法人日本グライダークラブ
OLC 藤倉記念コンペ 事務局（丸山・早乙女）
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この度は、第４回藤倉記念コンペにて表彰頂き、誠にありがとうございます。

このシーズンは滑空場に通うことがままならない状態でしたが、少ないチャンスでも一日の気象条件を使い切ろうと飛んだ１年で

した。飛べない日でも他の方のアグレッシブな OLC ログを拝見する事でモチベーションを上げる事が出来きました。飛行の実際を

共有できるという面でも OLC は素晴らしいと思います。

さて最も良いスコアになりました 4 月 11 日の飛行はウェーブによる 1000km トライでした。風向風速は予想通りでしたが、蔵

王以北の湿度が予想より多すぎてギャップがなくなり、トライを断念しました。帰りは無理せず妻沼にお世話になりました。大変歓

待していただき、翌日は南アルプスのサーマルを堪能して帰着しました。日本各地の滑空場を XC しながら訪問できたらどんなにか

楽しいだろうなと思います。

5 月 3 日の飛行は北及び中央アルプスのウェーブを利用したものです。飛行中に寒冷前線が通過して強烈なウェーブコンディショ

ンとなりました。長野北部では雲に覆われたため、高気圧が張り出す夕方まで中央アルプス付近で飛び続けました。幾重にも重なっ

た絹のようなウェーブ雲が印象的でした。

長野はある程度風が吹くとウェーブが利用できますので、その他の飛行も長距離には（寒くて余り楽しくないですが）ウェーブを

利用してしまいます。本当はサーマルが好きなのですけれど。

実はここ数年は少々マンネリ状態でした。今回の表彰で初心に戻り、来シーズンは少しでも上手くなれるよう滑空場に通いたいと

思います。ありがとうございました。

───────────────────────────────────────────────────────────

石山さん、レポートありがとうございました。オンラインコンテストは世界中に普及しています。石山さんも言及されていますが、

OLC の利用がフライトのモチベーションになっているのは世界的な傾向になっているようで、2014 年現在では世界で約 15,000

人のパイロットが利用しており、多くのパイロットが他の人たちがどんなフライトをしたのかを比較して楽しんでいると聞いていま

す。自分たちが飛んでいる国内でのフライトの共有は良い目標になりますし、日本のクロスカントリーの可能性の拡大につながると

思います。是非国内の多くのパイロットの方のフライトが共有されることを期待しています。

2015 年度も開催予定です。ふるってご参加ください！
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2015年度 第5回 OLC 藤倉記念コンペ 開催のご案内
公益社団法人日本グライダークラブ
OLC 藤倉記念チャリティーカップ競技会 事務局（丸山・早乙女）

各地でご活躍のグライダーパイロットの方々に競技会開催のお誘いです。

日本グライダークラブはこの 4 年間、OLC（オンラインコンテスト）を利用しての競技会を開催してまいりました。今年度も引

き続き開催を予定しております。競技会開催の主旨をご理解の上、奮ってご参加ください。なお、今回から、日本滑空協会の後援を

得られることになりました！

実施要項：

競技会開催主旨：
例年、日本グライダークラブは藤倉記念チャリティーカップとしてグライダー競技会を開催してきました。その主旨は、日本選手

権に出場する力のある選手のみならず、グライダー競技に参加することに興味のある選手にその楽しさ、素晴らしさを経験する機会

を与え、滑空界の底上げを図ることを目的としたものであります。

戦後、日本の航空スポーツ再建の礎となった日本グライダークラブの創立のひとりであり、戦後日本グライダー界のリーダーとし

て翼を取り戻した最初のグライダーによる飛行を行った故藤倉三郎氏に因み、また板倉滑空場は群馬県板倉町及び栃木県藤岡町に

跨って設置されていることから「藤倉カップ」と命名しております。

（同氏は、日米講和条約締結後に発効と同時に国産機で飛行を行う計画に参加した一人で製作期間の関係からグライダーが選ばれこ

れの製作、飛行に携わり、又、多くのグライダー指導者、パイロットの養成を行うと共に昭和 43 年より日本の代表として世界グラ

イダー選手権に日本代表として参加し日本のグライダーの実力を世界に示しました。）

また、この競技会を通して以下の効果を期待しています。

OLCの効果：
◦全国のソアリングに適切な時期および場所の確認ができる。

◦世界に日本のクロスカントリーフライトの可能性をアピールできる。（海外のパイロットと話していると、OLCにアップロードさ

れている日本でのクロスカントリーフライトに興味をもたれていることを実感します）

◦目的を持った飛行を実施することで、野外滑翔技術の向上を図ることができる。

◦自分以外の選手の飛び方を検証することにより飛行の学習ができる。

◦OLC競技に参加し、フライトに真剣に取り組むことにより日本のグライダー愛好者の能力、技量向上に役立つことが期待される。

海外のグライダーを始めたパイロットもライセンス取得後に目標設定がうまくできず、グライダーを中断してしまうパイロットが

多いそうです。ライセンサーからクロスカントリーパイロットに移行するステップとして OLC が活用されているようです。

開催主旨をご理解いただき、全国の多数のグライダーパイロットの皆さまのご参加をお待ちしています。

名 　 称 第 5 回 OLC 藤倉記念コンペ
主 催 者 公益社団法人 日本グライダークラブ
後 援 公益社団法人 日本滑空協会
競 技 期 間 2014 年 9 月 24 日より 2015 年 9 月 28 日まで

（2014 年度より OLC ルールが従来の「10 月の第 2 月曜日まで」から「9 月の第 4 月曜日まで」に変更になりました）
参 加 資 格 滑空機操縦技能証明保持者
参 加 費 無料
競 技 ル ー ル
及び採点方法

OLC-Plus のルールにより得られた OLC のスコアをそのまま使用して当該フライトのポイントとする。国内での
フライトのみを競技の対象とします。OLC ルールで解決できない場合は主催者が判断し決定する。

表 　 彰 競技期間内のフライトの内、ベスト 6 フライトの合計ポイントの最高点を獲得したパイロット
申 込 期 間 OLC を利用し始めた時点で参加としますので、申込不要
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参考：
オンラインコンテスト　ホームページ 

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/gliding/index.html?c=C0&sc=&st=olc&rt=olc

オンラインコンテスト　2015 年度日本ページ

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/gliding/champion.html?c=JP&sc=&rt=olc&st=olc&sp=2015

オンラインコンテスト　2015 年度日本　本日のフライト

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/gliding/daily.html?st=olc&rt=olc&df=&sp=2015&c=JP&sc=

オンラインコンテスト　2015 年度日本　滑空場別フライト集計

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/gliding/airfieldRanking.html?st=olc&rt=olc&c=JP&sc=&sp=2015

オンラインコンテスト　2015 年度日本　クラブ別フライト集計

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/gliding/clubRanking.html?st=olc&rt=olc&c=JP&sc=&sp=2015

オンラインコンテスト 2015 年度　ルール

http://static.onlinecontest.org/files/rules/rules_olc_plus_en_131015(1).pdf

OLC とは
ドイツの非営利団体で運営されています。運営はボランティアベース、寄付をベースに成り立っています。

http://www.fai.org/igc-our-sport/online-contest

FAI でもプロモーションされている、デセントライズコンペ（非集中型競技会）です。

OLC への寄付のお願い（スマイルマーク）
OLC を動かしているインターネット上のサーバーは当初はボランティアで始まりましたが、現在は商用サービスプロバイダー

でサーバーをお借りしてサービスを動かしています。サーバーの運用の為に皆さんからの寄付を募集しています。寄付金額

は年 12 ユーロから、24 ユーロいただけますと 2 年間有効になります。寄付頂けると寄付者がフライトをアップロードする

とパイロット名の横にスマイルマークが表示されるようになります。（2015 年度は 10 ユーロから 12 ユーロに値上がりし

たようです）

日本からは 2014 年度の OLC 利用者 81 名中、19 名の方から寄付を頂いています。昨年から 19 名の利用者が増え、6 名

の方の寄付が増えました。寄付いただいた皆様、ありがとうございます。今後の OLC の継続発展のためにも是非多くの皆様

に寄付頂き、OLC の運営に日本からも協力しましょう！以下ページからクレジットカード（左側の“become a Partner” 

のログをクリック）、ないしは Paypal のアカウントをお持ちの方は右側の“OLC-Donation via Paypal”から寄付可能です。

http://www.onlinecontest.org/olc-2.0/segelflugszene/cms.html?url=support

OLC の使い方
ユーザー ID の作成から、アップロードまで、日本語のガイドを滑空協会ホームページにアップロードを予定していますので、

ご参考にご利用ください。


